
すすすすすすすすすすすすすすすすすすがががががががががががががががががががががおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお 発行：板野町役場

広 報 い た の 1 月 号

もくじまちの 風 物 詩

●板野町敬老会のお知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●平成29年4月からコンビニ交付がはじまります ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●胃がん・肺がん・大腸がん検診のお知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●板野町ため池ハザードマップについて（第5回） ・・・・・・・・・・・・・・

●お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●町民スポーツ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●文化の館だより246 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●ふるさと板野歴史散歩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●まちのうごき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●町民カレンダー  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●はばたけ未来っ子（板野東幼稚園）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2
3
4
8・9

10～15
16
17
18
19

20・21
22

2017.1.05
No.496

 ホームページ　http://www.town.itano.tokushima.jp/

徳島県板野郡板野町吹田字町南２２-２
企画・編集：総務課　TEL６７２-５９８０

防災無線テレフォンサービス（防災無線放送が聞けます）　　　0120－15－7020

©TOKUSHIMA VORTIS

1

あさんウォーキングフェスタ in いたの
　11月20日（日）あすたむらんど徳島を起点
として町内を巡る「あさんウォーキングフェ
スタ in いたの」が開催されました。
　本格的なウォーキングが楽しめる 10km
コースと気軽に参加できる 4kmコースにあ
わせて約3，200人の参加者が秋の板野町で
ウォーキングを楽しみました。
　会場のあすたむらんど徳島芝生広場では、
ウルトラマンオーブショーや、子どもたちの
サッカー教室、大抽選会なども行われました。
また、物販コーナーにも多くの人が訪れ、秋
の一日を楽しみました。

●板野町長新年のごあいさつ �  2・3
●民生委員・主任児童委員が厚生労働大臣から委嘱されました �  5
●町県民税（所得税）確定申告のご案内 �  6
●町営住宅入居者募集 �  7
●お知らせ �  8～17
●町民スポーツ �  18
●はばたけ未来っ子（板野町東児童館）･ �  19
●文化の館だより250 �  19
●ふるさと板野歴史散歩 �  20
●まちのうごき �  21
●町民カレンダー �  22・23



お　
知　
ら　
せ

　

輝
か
し
い
平
成
二
十
九
年
の
新

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
一
年
は
、町
行
政
全

般
に
亘
り
町
民
皆
様
方
か
ら
暖
か

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く

お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
の
干
支
は
、
十
番

目
の
「
酉
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
と
り
」は
、「
取
り
込
む
」に
通

じ
る
こ
と
か
ら
、
幸
せ
を
取
り
込

む
、ま
た
、経
済
や
経
営
の
観
点
か

ら
、
活
動
全
般
に
縁
起
が
良
い
と

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

諸
活
動
に
必
要
な
行
動
力
・
積

極
性
・
仲
間
へ
の
配
慮
等
の
行
動

が
活
力
を
培
養
さ
せ
、
周
囲
を
活

性
化
す
る
「
き
っ
か
け
」
に
な
る

よ
う
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

私
は
、
酉
年
の
今
年
も
安
全
安

心
な
町
づ
く
り
に
向
け
、
進
化
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
子
ど
も
達
の
成

長
、高
齢
者
の
潤
い
や
生
き
が
い
、

官
民
が
信
頼
で
結
ば
れ
た
町
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
そ
の
一
端
を

申
し
上
げ
、
町
民
皆
様
方
の
心
温

ま
り
ま
す
ご
支
援
を
引
き
続
き
ま

し
て
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
日
、
日
本
社
会
は
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
急
進
、

著
し
い
Ｉ
Ｔ
社
会
の
進
化
が
、
社

会
構
造
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
お

り
、
そ
の
影
響
は
地
方
自
治
運
営

に
も
大
き
く
及
ん
で
い
ま
す
。
特

に
、
先
般
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

挙
の
結
果
は
、
貿
易
や
金
融
を
始

め
国
際
社
会
・
経
済
社
会
の
行
方

に
不
安
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
の
様
な
中
で
、地
域
が
持
続
・

発
展
す
る
に
は
、
自
ら
現
実
を
的

確
に
把
握
し
、
一
つ
一
つ
未
来
を

見
据
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

私
は
、
新
し
い
年
に
向
け
て
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
連
携
に
よ

る
地
域
の
総
合
力
づ
く
り
を
柱

に
、
防
災
体
制
や
支
援
体
制
の
充

実
、医
療
と
介
護
の
連
携
を
図
り
、

地
域
住
民
と
共
に
元
気
な
地
域
力

の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
次
世
代
育
成
に

向
け
て
、
保
育
所
入
所
待
機
児
童

ゼ
ロ
の
継
続
で
ご
ざ
い
ま
す
。
二

つ
目
に
、
産
業
振
興
と
地
域
の
活

性
策
と
し
て
「
道
の
駅
の
整
備
」

を
中
期
的
目
標
に
位
置
づ
け
、
鋭

意
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
行
し
て
、
地
域
資
源
や
イ
ン

フ
ラ
で
も
あ
り
ま
す
「
農
地
の
健

全
な
有
効
活
用
、
道
路
や
橋
な
ど

の
社
会
資
本
の
整
備
」
を
図
り
、

地
域
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
向
上
に
努

め
、
町
民
皆
様
方
が
、
住
み
や
す

い
町
、
住
み
た
い
町
へ
と
進
化
に

向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
安
全
・
安
心
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
四
月
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
、
十
月
に
は
鳥
取
中
部
地
域

地
震
、
十
一
月
に
は
福
島
沖
地
震

が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
八
月
の
台

風
十
号
で
は
、
北
海
道
・
東
北
地

方
に
豪
雨
を
も
た
ら
し
、
こ
こ
で

も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
せ
ま
し

た
。
被
災
地
の
皆
様
方
に
は
、
一

日
も
早
い
復
興
が
実
現
で
き
ま
す

こ
と
を
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

　

板
野
町
で
は
、
目
立
っ
た
災
害

の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
町
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

や
中
央
構
造
線
活
断
層
帯
を
震
源

と
す
る
直
下
型
地
震
の
発
生
に
備

え
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
に
努

め
、
町
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
災
害
に

強
い
町
づ
く
り
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
板
野
町
版
国
土
強
靱
化

計
画
を
策
定
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

災
害
は
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
、
し
か
し
、
被
害
を
最
小
に
す

る
こ
と
は
可
能
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
為
、
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
、
避
難
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
、
被
災
時
の
迅
速
な
復
旧
を
課

題
に
、
詳
細
に
亘
っ
て
の
計
画
づ

く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

各
公
共
施
設
の
耐
震
化
、各
地

域
の
避
難
所
施
設
に
防
災
倉
庫
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、自
ら
の
命

は
自
ら
で
守
る
「
自
助
の
精
神
」

と
お
互
い
を
助
け
合
う
「
共
助
の

精
神
」を
日
常
生
活
の
中
で
培
っ
て

い
た
だ
き
、ご
家
族
と
共
に
発
災
時

の
心
構
え
を
確
認
し
て
お
い
て
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し

上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
一
般
の
避
難
所

で
は
対
応
が
困
難
で
あ
る
要
配
慮

者（
災
害
時
要
援
護
者
）が
、
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
の「
福

祉
避
難
所
」と
し
て
、南
地
域
に
社

会
医
療
法
人
あ
い
ざ
と
会
様
藍
里

病
院
を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

要
配
慮
者
に
係
る
必
要
物
資
の
調

達
及
び
介
護
支
援
者
の
協
力
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

謹
賀
新
年

　
将
来
に
向
か
っ
て
発
展
し
続
け
る
た
め
に
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こ
の
ご
協
力
で
福
祉
避
難
所

は
、
町
内
で
四
ケ
所
と
な
り
、
収

容
可
能
人
員
は
、
合
計
で
四
百
十

人
と
な
り
一
定
の
体
制
が
整
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

「
道
の
駅
の
整
備
」
を
推
進

　

次
に
、「
道
の
駅
整
備
事
業
」は
、

人
口
減
少
傾
向
の
歯
止
め
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
板
野
町
総
合
戦
略
の

重
点
事
業
に
位
置
づ
け
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

実
現
に
向
け
て
昨
年
度
よ
り

「
道
の
駅
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」

を
設
け
、
板
野
町
の
交
通
条
件
や

集
客
力
の
あ
る
観
光
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
の
活
用
、
ま
た
、
お

遍
路
さ
ん
等
の
交
流
人
口
の
流
入

な
ど
、
多
方
面
か
ら
ご
検
討
を
い

た
だ
き
、
板
野
Ｉ
Ｃ
と
藍
住
Ｉ
Ｃ

を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
・
あ
い
あ

い
ロ
ー
ド
の
県
道
一
号
徳
島
引
田

線
沿
い
を
建
設
候
補
地
と
し
て
選

定
し
、
町
議
会
の
皆
様
と
ご
相
談

の
上
、
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
権
者
並
び
に
地
域

の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
「
未
来
志
向
型
の

道
の
駅
」
と
し
て
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
来
の
道
の
駅
施
設
以

外
に
、
津
波
の
影
響
を
受
け
な
い

立
地
条
件
を
生
か
し
て
広
域
防
災

拠
点
施
設
の
整
備
、
ま
た
、
未
来

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
企
業
の
誘
致
を
進
め
、

道
の
駅
が
多
方
面
に
活
用
で
き
る

よ
う
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
道
の
駅
の
相
乗
効
果
や

地
域
特
性
を
加
味
し
た
テ
ナ
ン
ト

等
の
商
業
施
設
な
ど
も
建
設
計
画

に
盛
り
込
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

平
成
三
十
一
年
度
中
の
完
成
を
目

指
し
て
鋭
意
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」

　

ま
た
、
総
合
戦
略
の
も
う
一
つ

の
重
点
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
「
子

育
て
支
援
の
充
実
」
で
は
、
次
の

時
代
を
担
う
町
の
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
明
る
く
成
長
で
き
る
支
援

環
境
を
充
実
し
、「
子
育
て
す
る

な
ら
板
野
町
」
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
、
若
い

世
代
の
定
住
・
流
入
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
効

果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
支
援
」

　

人
口
対
策
は
、自
治
体
の
根
幹
を

成
す
重
要
な
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

出
会
い
か
ら
結
婚
、
出
産
、
子

育
て
と
い
う
一
連
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
、
切
れ
目
の
な
い
対
応

支
援
が
大
切
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
で
は
具
体
的
に
、
出
会
い
の

場
づ
く
り
と
し
て
の
婚
活
支
援
、

乳
幼
児
か
ら
義
務
教
育
終
了
ま
で

の
医
療
費
の
無
償
化
、ま
た
、昨
年

は
幼
児
教
育
無
償
化
に
取
り
組

み
、幼
稚
園
、保
育
所
を
第
一
子
か

ら
の
無
料
化
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
そ
の
成
果
の
一
部
と

し
て
、
保
育
所
、
幼
稚
園
の
子
育

て
世
代
の
方
の
転
入
者
が
増
加
傾

向
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

出
生
数
で
見
て
み
ま
す
と
、
板

野
町
統
合
戦
略
を
策
定
し
た
平
成

二
十
七
年
の
出
生
数
は
六
十
九
人

で
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
一
・

一
〇
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
一

年
間
の
出
生
数
は
八
十
六
人
（
平

成
二
十
八
年
十
二
月
十
五
日
現

在
）
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
合
計
特

殊
出
生
率
は
一
・
四
二
と
な
り
ま

し
た
。
分
析
を
し
て
み
ま
す
と
、

転
入
者
の
方
が
出
生
に
結
び
つ
い

て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

「
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
」

　
＊
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
・
収
納

　

現
在
、
本
年
四
月
一
日
よ
り
身

近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る

準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
「
各
種
戸
籍
関
係

の
諸
証
明
」
及
び
「
所
得
課
税
証

明
」
が
全
国
約
五
万
店
舗
の
コ
ン

ビ
ニ
か
ら
取
得
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
で
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え
を
し
て
い

た
だ
き
、便
利
で
安
全
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
お
受
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

併
せ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
収
納

シ
ス
テ
ム
も
同
時
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

対
象
は
、
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
保
険
料
、
上
下
水
道

使
用
料
及
び
住
宅
使
用
料
な
ど
で

す
。
提
携
し
て
い
る
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
が
、
公
金
収
納
窓
口
と
な
り

ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
二
十
四
時

間
三
六
五
日
ど
こ
で
も
公
金
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

「
環
境
変
化
に
柔
軟
な
対
応
」

　

と
こ
ろ
で
、
町
づ
く
り
は
、
未

来
を
見
据
え
た
「
振
興
計
画
、
総

合
戦
略
」
を
基
本
に
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
が
自
立
で
き
る
元
気
な
地
域

社
会
に
向
か
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
総
合
的
施
策
を
持
続
・
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

豊
か
で
元
気
な
地
域
を
創
造
す

る
た
め
、
地
域
活
性
化
の
新
た
な

町
づ
く
り
の
柱
と
な
る
「
道
の
駅

の
整
備
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
し
て
、
地
域
環
境

も
変
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
良
い
方
向
に
柔
軟
な
対

応
に
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
方
自
治
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
い
中
、財
政
基
盤
の
確

立
と
安
定
を
図
り
、地
域
産
業
の
育

成
、若
者
の
定
住
促
進
と
雇
用
の
場

の
拡
大
を
図
る
と
共
に
、
少
子
高

齢
化
対
策
を
始
め
様
々
な
課
題
に

全
身
全
霊
を
傾
注
し
、
地
域
が
持

続
で
き
る
力
強
い
板
野
町
の
創
造

に
更
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て

ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
平
成
二
十
九
年
、
酉

年
の
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
健
康
で
幸
を
た
く
さ
ん

取
り
込
ん
で
い
た
だ
き
、
ご
多
幸

と
ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

酉
年
の
本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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お　
知　
ら　
せ

板
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

四
十
周
年
記
念
時
計
塔
寄
贈
式

　

板
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
設
立

四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
板
野
町
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
時
計
塔

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、

そ
の
時
計
塔
の
除
幕
が
十
一
月
二
十

日（
日
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

板
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
板
野

町
の
絆
が
今
後
も
強
固
な
も
の
と
な

る
こ
と
、
ま
た
住
民
の
皆
様
の
大
切

な
時
を
刻
む
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

十
二
月
三
日
、
松
本
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
（
消
費
者
及
び
食
品
安
全
）
並
び
に

飯
泉
県
知
事
ら
が
板
野
町
を
訪
れ
、
消
費

生
活
相
談
所
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
開
催
さ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は
、

町
か
ら
町
長
・
議
長
・
副
町
長
・
相
談
員

三
名
が
出
席
し
、
全
国
で
も
先
駆
け
て
発

足
し
た
板
野
町
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
﹃
板
野
町
消
費
生
活
地
域
協
議
会
﹄

の
取
組
に
つ
い
て
、
相
談
所
長
よ
り
説
明

し
ま
し
た
。

　

松
本
大
臣
か
ら
は
板
野
町
独
自
の
関
係

機
関
が
連
携
し
て
解
決
し
た
相
談
の
事
例

に
つ
い
て
質

問
さ
れ
る
な

ど
、
限
ら
れ

た
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た

が
、
町
全
体

で
の
消
費
者

行
政
へ
の
取

組
に
つ
い
て

理
解
い
た
だ

け
る
良
い
機

会
と
な
り
ま

し
た
。

 
大
臣
と
の

　
　
意
見
交
換
会

● 

コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て 

●

　

板
野
町
で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
よ
り

町
税
・
上
下
水
道
料
金
・
住
宅
使
用
料
等

を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
収
納
」
を
始
め

ま
す
。

　

時
間
を
気
に
せ
ず
、
休
日
や
夜
間
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
金
融
機
関
等

の
窓
口
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
ら
れ
る
町
税
等
》

　

平
成
二
十
九
年
四
月
以
降
に
発
行
さ
れ
る
バ
ー
コ
ー
ド
印
字
の
あ
る
納
付
書

　

◦
町
県
民
税（
普
通
徴
収
分
）　　

◦
固
定
資
産
税

　

◦
軽
自
動
車
税　
　
　
　
　
　
　

◦
国
民
健
康
保
険
税

　

◦
介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
　

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

◦
上
下
水
道
料
金　
　
　
　
　
　

◦
下
水
道
分
担
金

　

◦
住
宅
使
用
料

　
　
　

※
三
十
万
円
を
超
え
る
場
合
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

《
取
扱
コ
ン
ビ
ニ
》

　

◦
ロ
ー
ソ
ン

　

◦
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　

◦
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン　

等

お
問
い
合
わ
せ

　
　
税
金
・
保
険
料
　
　
役
場
税
務
課
　
　
☎
6
7
2

－

5
9
8
3

　
　
水
道
料
金
　
　
　
　
役
場
水
道
課
　
　
☎
6
7
2

－

6
0
0
4

　
　
下
水
道
料
金
　
　
　
役
場
下
水
道
課
　
☎
6
7
2

－

5
9
9
3

　
　
公
営
住
宅
使
用
料
　
役
場
建
設
課
　
　
☎
6
7
2

－

5
9
9
6

　
　
収
納
に
関
す
る
事
　
役
場
出
納
室
　
　
☎
6
7
2

－

5
9
8
2
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お　
知　
ら　
せ

町
議
会  

議　

長�

奥
尾
周
二

副
議
長�
　

大
西
正
一

議　

員　

犬
伏
博
昭
・
水
口
昭
彦

　
　
　
　

松
浦　

昶
・
髙
橋　

勲

　
　
　
　

東
條
昭
二
・
天
羽
生
美

　
　
　
　

西
川　

有
・
広
田
勝
己

　
　
　
　

築
本
重
視
・
石
田　

実

　
　
　
　

吉
岡
輝
昭

�

事
務
局
職
員
一
同

町
長
部
局��

町　

長�

玉
井
孝
治

�

ほ
か
職
員
一
同

教
育
委
員
会��

教
育
長�

石
井
公
生

�

ほ
か
委
員
・
職
員
一
同

農
業
委
員
会��

会　

長�

玉
井
孝
治

�

ほ
か
委
員
・
職
員
一
同

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会��

委
員
長�

堤　

信
壽

�

ほ
か
委
員
一
同

選
挙
管
理
委
員
会��

委
員
長�

松
田
政
直

�

ほ
か
委
員
一
同

監
査
委
員��

学
識
委
員�

平
岡
芳
和

議
会
選
出
委
員�

水
口
昭
彦

新
年
あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々

が
新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
と
主

任
児
童
委
員
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日

か
ら
三
十
一
年
十
一
月
三
十
日
で

す
。

　

二
期
以
上
ご
活
躍
さ
れ
勇
退
さ

れ
た
委
員
に
は
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
委
員
に
よ
る
第
一
回

板
野
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

は
、
十
二
月
一
日
に
開
催
さ
れ
、

つ
ぎ
の
と
お
り
役
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

役
　
員

　

会　

長　

鏡　
　
　

和　

博

　

副
会
長　

東　

條　

義　

人

　
　
　
　
　

扶　

川　

孝　

子

　
　
　
　
　

田　

村　

太　

一

　

監　

事　

松　

長　
　
　

進

　
　
　
　
　

永　

井　
　
　

力

民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱

南
地
区

西
地
区

東
地
区

担
　
当
　
地
　
区

■
主
任
児
童
委
員

吉　

田　

千　

代

高　

原　

真　

美

平　

岡　

信　

江

氏
　
　
名

下　

庄

那　

東

川　

端

住 

所

古
城
全
域

唐
園
全
域

中
久
保
全
域

栄
寿
神
木
、
西
新
田

真
弓
、
栖
養

明
光
台
、
藍
の
里

希
望
ヶ
丘

民
冨
地
、
一
才
、
日
出
家

矢
武
全
域

羅
漢
東
、
黒
谷

羅
漢
西

那
東
南
、
那
東
北
、
松
谷

那
東
東
、
那
東
中

犬
伏
西
、
犬
伏
中

犬
伏
東
、
犬
伏
北
、

犬
伏
団
地

担
　
当
　
地
　
区

村　

田　

誠　

一

多　

田　

令　

修

鏡　
　
　

和　

博

永　

井　
　
　

力

髙　

橋　

正　

年

田　

村　

太　

一

長　

井　

豊　

彦

辻　
　
　

秀　

樹

岡　

本　

英　

樹

田　

中　

留　

美

藤　

村　

康　

夫

市　

川　

善　

啓

近　

藤　

憲　

一

河　

野　

悦　

子

扶　

川　

孝　

子

黒　

川　

慶　

子

氏
　
　
名

古　

城

唐　

園

中
久
保

下　

庄

下　

庄

下　

庄

西
中
富

西
中
富

西
中
富

矢　

武

黒　

谷

羅　

漢

那　

東

那　

東

犬　

伏

犬　

伏

住 

所

板野町民生・児童委員名簿（平成28年12月 1日現在）

新
田
全
域

高
樹
・
楠
ノ
本

郡
頭
、
板
野
第
三
団
地

板
野
第
一
団
地
、

第
二
団
地

パ
ノ
ラ
マ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、

ス
ー
パ
ー
リ
ッ
チ
ラ
ン
ド

オ
リ
ン
ポ
ス

露
ノ
口
、
岡
ノ
前

岡
山
路

本
町
西
、
大
寺
本
町
、

吹
田
町
西

板
西
本
町
、
駅
前
、
大
寺
南
、

平
田
・
駅
前
団
地

亀
山
西
、
平
井

大
寺
辻
、
平
井
奥

辻
北
、
亀
山
下
、

東
大
寺

門
井
、
川
端
団
地

若
王
寺
西
東
、
川
端
奥
、

諏
訪
西
、
荒
蒔

若
王
寺
東
、
川
端
東
、

諏
訪
東
、
原
田

吹
田
口
、
新
町

吹
田
奥
、
中
屋
敷
、

山
下
、
平
山

大
坂
全
域
担
　
当
　
地
　
区

■
民
生
・
児
童
委
員

岡　

田　

愛　

子

茂　

美　

正　

行

水　

本　

博　

明

楠　

本　

公　

一

竹　

岡　

勝　

代

伊　

藤　

晶　

夫

松　

長　
　
　

進

安　

藝　

和　

男

丸　

益　

六
三
郎

東　

條　

義　

人

二　

條　

え
い
子

松　

田　

政　

直

堤　
　
　

幸　

子

奥　

谷　

昭　

仁

吉　

田　

尚　

信

三　

原　

初　

子

稲　

垣　
　
　

敏

清　

水　

茂　

子

三　

木　

京　

子

氏
　
　
名

川　

端

大　

寺

大　

寺

大　

寺

大　

寺

大　

寺

大　

寺

大　

寺

大　

寺

大　

寺

大　

寺

大　

寺

川　

端

川　

端

川　

端

川　

端

吹　

田

吹　

田

大　

坂

住 

所
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お　
知　
ら　
せ

　

平
成
二
十
九
年
度
（
平
成

二
十
八
年
分
）
確
定
申
告
よ
り
左

記
の
と
お
り
個
人
番
号
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◆
申
告
者
本
人

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
両
面
写
し

又
は
、
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
も

し
く
は
住
民
票
（
個
人
番
号
の
記

載
の
あ
る
も
の
）
等
の
写
し
＋
身

分
証
明
書
（
免
許
証
、保
険
証
等
）

の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
被
扶
養
者
・
専
従
者

　

個
人
番
号
欄
に
個
人
番
号
の
記

載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
個
人

番
号
、
身
分
証
明
書
等
の
写
し
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

◆
申
告
者
の
代
理
人

　
右
記
に
加
え
、
代
理
人
の
身
分

証
明
書
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お

気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
☎
六
七
二

－

五
九
八
三

確
定
申
告
に
お
け
る

個 

人 

番 

号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

 
の
取
扱
い
に
つ
い
て

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

➊　

平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
現
在
、

板
野
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
平
成

二
十
八
年
中
（
平
成
二
十
八
年
一
月
一

日
～
平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一

日
）
に
所
得
の
あ
っ
た
方

➋
　
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
方

　

⑴　

給
与
の
収
入
金
額
が
二
、〇
〇
〇

　
　

万
円
を
超
え
る
方

　
⑵
　
給
与
所
得
以
外
に
営
業
、
農
業
、

不
動
産
、
年
金
等
の
所
得
が
あ
っ
た

方

　

⑶　

二
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を

受
け
て
い
る
方

　

⑷
　
平
成
二
十
八
年
中
に
退
職
し
た

方
、
一
定
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

な
い
方

　

⑸　

事
業
所
に
て
年
末
調
整
未
済
の
方

➌
　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
平
成

二
十
八
年
中
に
所
得
が
な
い
場
合
で
も

申
告
が
必
要
で
す
。）

➍
　
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
・
医
療
費

控
除
（
各
証
明
書
等
添
付
）
を
受
け
よ

う
と
す
る
方

※ 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
確
定
申
告
書
、
決

算
書
、
収
支
内
訳
書
な
ど
が
自
宅
で
簡

単
に
作
成
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
でhttp://w

w
w

.nta.go.jp

に
ア

ク
セ
ス
し
、「
確
定
申
告
情
報
」
か
ら

ど
う
ぞ
。

申 

告 

相 

談 

日

　

下
記
の
と
お
り
地
区
ご
と
に
日
程
を
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間

　

午
前
九
時
～
十
二
時
、

　

午
後
一
時
～
四
時

※
土
曜
日
、
日
曜
日
は
閉
庁
日
に
つ
き

　

申
告
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

➊　

印
鑑

➋
　
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類
、
帳
簿
、

記
録
簿
、
領
収
書

➌
　
給
与
所
得
者
、
年
金
受
給
者
に
つ
い

て
は
源
泉
徴
収
票
又
は
支
払
証
明
書

➍
　
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
等
の
証

明
書
、
社
会
保
険
料
の
領
収
書
、
国
民

年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

➎
　
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
通
帳
ま

た
は
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

➏
　
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

平
成
二
十
八
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
領
収
書
等
、
及
び
保
険
な
ど
で
補
て

ん
さ
れ
た
金
額
の
明
細
書

※ 

当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
事

前
に
病
院
、
家
族
氏
名
ご
と
に
金
額
の

集
計
を
お
願
い
し
ま
す
。《
集
計
が
お

済
み
の
方
か
ら
順
次
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
》

➐
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
記

載
さ
れ
た
も
の
の
写
し
と
身
分
証
明
書

申 

告 

相 

談 

日 

程

※
受
付
時
間

　

午
前
九
時
～
十
二
時

　

午
後
一
時
～
四
時

※
地
区
別
に
分
け
て
お
り
ま
す
が
、
指
定

日
に
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
別
の
日
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課
　
☎
六
七
二

－

五
九
八
三

三
月　

十
五
日
㈬

三
月　

十
四
日
㈫

三
月　

十
三
日
㈪

三
月　
　

十
日
㈮

三
月　
　

九
日
㈭

三
月　
　

八
日
㈬

三
月　
　

七
日
㈫

三
月　
　

六
日
㈪

三
月　
　

三
日
㈮

三
月　
　

二
日
㈭

三
月　
　

一
日
㈬

二
月
二
十
八
日
㈫

二
月
二
十
七
日
㈪

二
月
二
十
四
日
㈮

二
月
二
十
三
日
㈭

二
月
二
十
二
日
㈬

二
月
二
十
一
日
㈫

二
月　

二
十
日
㈪

二
月　

十
七
日
㈮

二
月　

十
六
日
㈭

申
　
告
　
日

大　
　
　

坂　

高
樹
・
楠
ノ
本

新
田
・
東
大
寺

郡
頭
・
岡
ノ
宮

オ
リ
ン
ポ
ス
・

パ
ノ
ラ
マ

ス
ー
パ
ー
リ
ッ
チ

大　
　
　

寺

大　
　
　

寺

吹　
　
　

田

吹　
　
　

田

川　
　
　

端

川　
　
　

端　

犬　
　
　

伏

羅
漢
・
黒
谷

那
東
・
松
谷

矢　
　
　

武

中　

久　

保

西　

中　

富

西　

中　

富

下　
　
　

庄

古
城
・
唐
園

地
　
　
　
区

中央公民館（役場庁舎北側） 申告
会場

6

いたの　すがお
2017年1月号●　守ろう人権　みんなの幸せ　●



お　
知　
ら　
せ

今
月
納
期
の
税
金
・

保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

今
月
納
期
の
税
金
・
保
険
料
は

　
・
町
県
民
税 
第
三
期

　
・
国
民
健
康
保
険
税 

第
六
期

　
・
介
護
保
険
料 

第
六
期

　
・
後
期
高
齢
者
保
険
料

 

　
　
　
第
六
期

　

納
期
限
は
一
月
三
十
一
日（
火
）

で
す
。

　

納
期
限
を
守
り
、
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
税
金
・
保
険
料
は
納
期
限
を
経

過
し
督
促
状
発
付
の
日
か
ら
督

促
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
完
納
し

な
い
場
合
は
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に

応
じ
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二

－

五
九
八
三

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

一
　
募
集
戸
数

　

吹
田
団
地
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
一
戸

　

平
田
団
地
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
一
戸

　

中
久
保
団
地
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
一
戸

　

あ
さ
ん
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
⋮
二
戸

　
　
　
　

※
家
賃
は
収
入
に
応
じ
、
法
令
に
よ
り
算
出
し
ま
す
。

二
　
入
居
資
格
（
次
の
条
件
が
全
て
必
要
で
す
。）

　

板
野
町
に
住
所
又
は
勤
務
地
が
あ
り
、
住
宅
に
困
窮
し
、
同

居
す
る
親
族
が
お
り
、
申
込
者
及
び
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
で

な
く
、
税
金
等
公
共
料
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
、
収
入
が

入
居
の
基
準
額
以
内
で
あ
る
こ
と
。

三
　
応
募
方
法

　

町
営
住
宅
入
居
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
役
場
建
設

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
建
設
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
）　　

四
　
応
募
期
間

　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
六
日（
月
）～
一
月
二
十
七
日（
金
）

　

※
土
日
祝
祭
日
除
く

　

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で　

※
随
時
受
付

五
　
選
考
の
方
法

　

町
条
例
に
基
づ
き
入
居
資
格
等
の
審
査
を
行
い
、
選
考
委
員

会
の
意
見
を
聞
い
て
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
建
設
課
　
☎
六
七
二

－

五
九
九
六

町
営
住
宅
使
用
料
の

 

滞
納
解
消
に
向
け
て

　

家
賃
の
高
額
滞
納
者
に
つ
い
て

は
「
家
賃
の
支
払
い
及
び
、
町
営

住
宅
の
明
け
渡
し
」
を
求
め
て
交

渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
は
、
高
額
滞

納
者
の
う
ち
、
呼
出
し
及
び
顧
問

弁
護
士
に
よ
る
納
付
相
談
を
十
件

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

内
、
納
付
相
談
等
に
応
じ
な

か
っ
た
一
件
に
つ
い
て
は
、
徳
島

地
方
裁
判
所
の
判
決
に
基
づ
き
強

制
執
行
に
よ
る
住
宅
の
明
け
渡
し

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
滞
納
者
に
つ
い
て
納

付
相
談
を
す
す
め
て
行
く
と
と
も

に
、
悪
質
者
に
つ
い
て
は
弁
護
士

と
連
携
し
な
が
ら
交
渉
又
は
訴
訟

を
実
施
し
、
滞
納
解
消
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

蜂
を
飼
育

 

さ
れ
て
い
る
方
へ

　

養
蜂
振
興
法
に
よ
り
、
蜂
の
飼

育
状
況
・
一
年
間
（
一
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
）
の
飼
育
計

画
の
届
出
が
、必
要
と
な
り
ま
す
。

養
蜂
業
者
、
ま
た
は
自
家
用
に
蜂

を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は
、
役
場

産
業
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
飼
育
届
の
届
出
対
象
者
】

　

◦
養
蜂
業
者

　

◦
自
家
用
（
趣
味
）
飼
育
者　

※
一
群
の
み
で
も
対
象

【
届
出
対
象
外（
飼
育
届
不
要
）】

　

◦
花
粉
交
配
用

※
養
蜂
業
者
以
外
で
通
年
飼
育

　

し
な
い
場
合

【
転
飼
許
可
申
請
に
つ
い
て
】

　

養
蜂
業
者
が
転
飼
を
行
う
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
転
飼
許

可
の
申
請
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
産
業
課

　
☎
六
七
二

－

五
九
九
四

蜂
を
飼
育
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お　
知　
ら　
せ

板野町では 平成29年 4 月から

マイナンバーカードによるコンビニ交付がはじまります

　コンビニ交付とは、マイナンバーカードを使って、住民票や印鑑登録
証明書などが、コンビニエンスストアのマルチコピー機等で取得できる
サービスです。
　また、板野町では、同時にコンビニ収納もはじまります。

コンビニ交付を利用するためには、マイナンバーカードが必要です！

（初回交付は無料です。カードに利用者用電子証明書（標準装備）が必要です。）

　下記の①～③のいずれかの方法により手続きをしてください。

①　マイナンバー入りの住民票を役場住民課で取得する：手数料300円

　　本人確認書類（運転免許証等顔写真入りの場合は 1点、または保険証等顔写真入りでない場合は 2点）が

　必要です。（同一住所の方に限る。）

②　「通知カード」の再発行：手数料 500円

　　警察への遺失届が必要（電話可）です。警察で受付番号をもらった後、役場住民課で紛失届と再交付申請を

してください。後日、自宅へ簡易書留郵便で送付されます。約 2週間かかります。

　　（ただし、自宅内での紛失の場合は、警察への遺失届の対象外です。）

③　「個人番号カード」を取得する：初回無料

　　交付申請書に顔写真を貼付、記名・押印等の上、地方公共団体情報システム機構

へ郵送してください。カードが役場へ届き次第（約 3週間）通知しますので、ご本

人が受領にお越しください。

お問い合わせ　役場住民課　☎672－5985

【通知カードを紛失し、マイナンバーの提出が必要な場合】【通知カードを紛失し、マイナンバーの提出が必要な場合】【通知カードを紛失し、マイナンバーの提出が必要な場合】
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お　
知　
ら　
せ

　

板
野
町
で
は
、
今
年
も
「
い
た

の
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
遠
い
昔
か
ら
歌

い
継
が
れ
て
き
た
童
謡
、
わ
ら
べ

歌
、
叙
情
歌
。
優
し
い
歌
声
や
演

奏
で
懐
か
し
い
時
代
へ
と
い
ざ

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
文
化
の
館

　
☎
六
七
二

－

五
八
八
八

第
₅
回

い
た
の
童
謡
と

わ
ら
べ
歌
の

�
つ
ど
い

日　　時
2月 5日（日）　午後 1時から

場　　所

板野町文化の館　さくらホール

ゲ ス ト

徳島少年少女合唱団

文
化
財
防
火
デ
ー

　

第
六
十
三
回
文
化
財

防
火
デ
ー
を
記
念
し
、

貴
重
な
文
化
遺
産
を
護

る
た
め
、
消
防
署
、
消

防
団
、
地
元
及
び
文
化

財
保
護
関
係
者
が
協
力

し
て
、
防
火
訓
練
を
し

ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

と
　
き

　

一
月
二
十
六
日
（
木
）

　

午
前
九
時
三
十
分
～

と
こ
ろ

　

大
寺
高
樹　

宝
厳
寺

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

消
火
器
の
使
い
方
講
習
会

も
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

が
、
訓
練
の
た
め
で
す
の
で
、

火
事
と
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
、

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　

宝
厳
寺
は
、
平
安
時
代
か

ら
続
く
、
薬
師
如
来
を
本

尊
と
す
る
お
寺
で
す
。
約

一
一
〇
〇
年
前
に
理
源
大
師

に
よ
っ
て
開
か
れ
、
高
樹
を

は
じ
め
多
く
の
人
々
に
、日
々

の
生
活
と
と
も
に
、
篤
く
信

仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

大寺高樹　宝厳寺

平成28年度 板 野 町 文 化 祭
（第32回文化展・第20回芸能祭）

　11月12日（土）、13日（日）板野町文化の館で「平成28年度板野
町文化祭」が開催されました。
　視聴覚室とギャラリーには、板野町文化協会会員による写真や
日本画、手芸、盆栽などが多数展示されました。また、さくらホー
ルでは20周年記念となる芸能祭が開催され、三味線や舞踊、ダ
ンス、詩吟などが
披露され、最終演
目の川端奥郷獅子
舞保存会による獅
子舞では、獅子が
客席を練り歩き会
場は大いに盛り上
がりました。

芸能祭の様子

川端奥郷獅子舞保存会による獅子舞文化展の様子
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せ

条
　
　
　
件

①　

交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。

　
（
会
費
の
納
入
者
）

②　

十
年
以
上
、
十
五
年
以
上
、
二
十
年
以
上
、

三
十
年
以
上
無
事
故
無
違
反
で
あ
る
こ
と
。

　
（
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日
現
在
）

免
許
の
種
類

　

普
通
免
許
ま
た
は
二
輪
免
許
（
原
付
免
許
を

含
む
）

︽
普
通
・
二
輪
・
原
付
の
免
許
保
有
者
の
場
合
は
、

普
通
免
許
の
取
得
年
月
日
が
対
象
と
な
る
︾

申
請
は
こ
ち
ら
へ

免
許
証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
役
場
総
務
課
で

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
　
切
　
日

　

一
月
二
十
七
日
（
金
）

優良運転者
表彰の申請を

受付します

板野交通安全協会では
優良運転者の表彰を

次のとおり受け付けます

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。
麻しん・風しんの予防接種を受けましょう

（風しんとは？）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　風しんは、軽いかぜ症状ではじまり、発疹、発熱、後頸部のリンパ節腫脹などが主症状です。その他、
眼球結膜の充血もみられます。発疹、発熱が約 3日間で治ることが多いので「3日ばしか」と呼ば
れることもあります。
　妊娠早期に感染するとおなかの赤ちゃんにも感染し先天性風しん症候群（耳がきこえにくい、生
まれつきの心臓病など）になる可能性もあります。

（麻しんとは？）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　麻しんは、「はしか」とも呼ばれ麻しんウイルスによって空気感染する感染症です。
発熱・せき・鼻汁・めやに・発疹を主症状とします。
　麻しんは、感染力が強く空気感染するので、手洗い・マスクのみでは完全に予防することができ
ません。予防接種が有効な予防法といえます。
　予防接種を受けることによって、95％以上の人が麻しんウイルスに対する免疫を獲得することが
できると言われています。
　また、2回予防接種を受けることで 1回の接種では免疫がつかなかった 5％の人に免疫をつけるこ
とができます。
　さらに、予防接種を受けたあと年数の経過とともに免疫力が低下してきた人に対しても、2回受け
ることで免疫力を増強させる効果があります。

自分が感染しないためだけでなく他の人に感染させないためにも 2回の予防接種を受け
ましょう。
麻しん・風しんの定期予防接種は、1歳（1期）と小学校就学前の 1年間（2期）です。（平
成28年度の 2期の対象者は、平成22年 4月 2日生～平成23年 4月 1日生）
定期予防接種対象者は無料で受けられます。
対象になる方で、まだ受けてない方は、忘れずに麻しん・風しんの予防接種を受けま
しょう。
（※予防接種を受ける前には、予防接種の効果や副反応をご理解いただいたうえでお受けください。）

【お問い合わせ】役場福祉保健課　☎672－5986
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コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言
や

相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

　

一
月
二
十
日
（
金
）

　

午
後
一
時
～
三
時

場
　
所

　

板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー

（
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
ご
と
の

 

開
催
で
す
。）

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

 

（
徳
島
県
行
政
書
士
会
内
）

　
☎
六
七
九

－

四
四
四
〇　

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

無
料
相
談
会
の

�

お
知
ら
せ

国民年金からのお知らせ

　国民年金保険料は、クレジットカードでも納付できます。
　平成 29年 4月からは、新たにクレジットカード納付でも 2年前納が利用できるようになり、ます
ます便利な納付方法になります。
　ただし、有効期限を迎えるクレジットカードの場合、更新時に改めて手続きが必要な場合がありま
すのでご注意ください。
　クレジットカードでの納付をご希望の方、またはクレジットカードの有効期限を迎える方は、最寄
りの年金事務所へお問い合わせください。

◦お問い合わせ◦　徳島北年金事務所　☎655－0911／役場住民課　☎672－5984

国民年金保険料はクレジットカードでも納付できます

消費生活相談所からのお知らせ
●高齢者の餅による窒息事故に注意 ！！
　餅の温度が、体温やそれ以下になると口や喉にくっつきやすく、食べる場合は十分に注意が必要です。
高齢になると「そしゃく力」や「飲み込む力」が低下するので窒息事故が起こりやすくなります。
【対　策】

◆スープ等の滑らかなもので喉を潤し、しっかりかむと餅に唾液を十分まぜることができ、喉に張り
付きにくくなります。

◆口の中の餅が飲み込めてから次の餅を食べましょう。よくかまないうちに、お茶等で流し込んでは
いけません。

◆喉に物が詰まった方を見かけたら、「喉が詰まったの？」と尋ね、声を出せずうなずくようであれば
窒息と判断し、ただちに119番通報をしましょう。

●スマートフォン向けオンラインゲームに関する注意喚起 ！！
　屋外にて遊ぶことが前提のゲームが配信されていますが、マナーを守り周囲にも配慮しましょう。
【アドバイス】

◆スマホを操作しながら移動する「ながらスマホ」は危
険なので絶対にやめましょう。

◆危険な場所や、私有地等の立ち入り禁止区域には絶対
に立ち入らないようにしましょう。

●来所、電話、訪問での相談を受付けています。
〈相談受付時間〉月曜日～金曜日
　　　　　　　 午前 9時～午後 3時

※土・日・祝日・年末年始はお休みです。
　　12月の相談件数は35件でした。

お問い合わせ
板野町消費生活相談所

むつとしたら救急！

☎６７２－６０９９

フリーダイヤル
　　　　　　　　　　　　　なやみ　　いつもないない

☎０１２０－７８３－５７７
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十
一
月
三
日
に
徳
島
県
住
宅
課

の
主
催
で
木
造
住
宅
耐
震
改
修
現

場
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
板
野
町
の
自
主
防
災
組
織

を
対
象
と
し
た
今
回
の
ツ
ア
ー
に

は
、
各
自
主
防
災
組
織
の
代
表
者

な
ど
二
十
一
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
ツ
ア
ー
内
容
は
、
上
板
町
で

実
際
に
耐
震
化
を
行
っ
た
住
宅
で

説
明
を
受
け
た
後
、
北
島
町
に
あ

る
徳
島
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー
で
起

震
車
体
験
や
家
具
固
定
の
説
明
な

ど
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の
ツ

ア
ー
で
住
宅
の
耐
震
化
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

板
野
町
自
主
防
災
組
織

協
議
会
が
木
造
住
宅
耐

震
改
修
バ
ス
ツ
ア
ー
に

参
加
し
ま
し
た

しあわせの里まつり　～板野町養護老人ホーム～

　10月22日（土）に板野町養護老人ホームで「しあわせの里
まつり」が開催されました。
　当日は小雨が降る中での開催となり、ステージでは開会行
事の後まず、板野ぴょん太スポーツクラブによるチアダンス
の演技が行われました。次いで板野町文化協会の詩吟や舞踊
などが上演され、その後、他の団体や個人も加ってのショー
が繰り広げられました。また途中、昼前には川端獅子舞保存
会による獅子舞の披露があり、会場は大いに盛り上がりを見
せていました。
　中庭駐車場では模擬店や手芸品等の販売コーナーが設けら
れ、ボランティア関係者他の方々によるバザーやおでんなど
が販売されました。中でも 1パック100円のたこ焼きの店舗
では会場に列ができる賑わいを見せるなど終日ホームは多く
の人で活気づいていました。

コーラスの懐かしい歌にあわせて口ずさみました

模擬店は大勢の来場者で賑わいました

第 ₁₀ 回 ふれあい隣保館まつり

オープニングセレモニーを飾る
板野中学校音楽部の皆さん

　11月 6日（日）、板野町総合センターで、第10回ふれあい隣保館ま
つりが行われました。
　まつりは、オープニングセレモニーの板野中学校音楽部によるすば
らしい演奏でスタートしました。
　子どもすもう大会では、板野高校相撲部の皆さんの模範演技の後、
小学校児童や幼稚園児のトーナメント大会をしました。外は肌寒い季
節ですが、すもう大会が行われた部屋はすごい熱気でした。
　玄関前の駐車場では、おでんやフランクフルトなどの模擬店が開か
れ、たくさんの人が行列を作りま
した。
　午後には、講座発表会や人権ク
イズ大会、お楽しみ抽選会が行わ
れ、こちらもたくさんの人が集
まって歓声を上げていました。
　今年もふれあい隣保館まつり
は、大にぎわいでした。

板野高校相撲部の人に
みんなで挑戦

たくさんの講座が日頃の
練習を発表しました
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青少年健全育成板野町民会議・板野町子どもを守る会 主催

『長なわとび大会＆つな引き交流会』開催
　10月30日、健康の館で青少年の健全育成を目的とし、19チーム105名の参加
のもと、「長なわとび大会＆つな引き交流会」が開催されました。
　長なわとび大会は、5分の間につまらずに跳んだ回数と人数を掛け合わせた得

点を競い合いました。引き続き、学校も年齢も異
なる初めて会った友達と新たにチームを編成し、
つな引き交流会が行われました。長なわとびの疲
れも見せず、みんなで力を合わせて頑張りました。
　最後には、大人同士でつな引きを行い、迫力満点の勝負に子どもたちは大
声で応援し、楽しい交流会となりました。

長なわとび大会の
順　　位

••••優　勝••••
Ｉ♡陸上

【6人 111回 666点】

•••• 2 　位••••
板野ＪＶＣ -Ｂ
【4人　79回316点】

•••• 3 　位••••
板野東スポーツ少年団Ｃ

【4人 72回288点】

　11月27日、健康の館で「健康の館フェスティバル 2016」が開催されました。
　当日は、雨にもかかわらず約250人の参加者があり、風船リレーや玉入れ、綱引きなどの競技を楽しみ
ました。

健康の館フェスティバル 2016

おみやげの中身はなんだ
ろな？“おみやげひろい”

風船を落とさないよう
に…“風船リレー”

的をめがけて“ぴょん
太で輪を広げよう”

優勝したＩ♡陸上チーム

息を合わせて「せーの！」「1、2、3！」 力いっぱい、全力で…

平成28年度 板野町議長杯　グラウンド・ゴルフ大会
◦ 日　　時 ◦2月18日（土）
　　　　※小雨決行・雨天時は2月19日に延期

受付／午前 8時30分・開会式／午前 9時

◦ 場　　所 ◦　田園パーク・スポーツガーデン
◦ 参加対象 ◦　どなたでも参加できます

お問い合わせ
　板野町東支部　　稲垣　　敏　☎672－1842
　ぴょん太クラブ　高原　恵次　☎672－2051
　板野町西支部　　久米　　守　☎672－2385
　板野町南支部　　晃曻　　勝　☎672－0864
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➊ あいさつ
　町内 3小学校と中学校で共通して実践しています。
　板野南小学校では、登下校時のスクールガードの方や見守り隊の方へのあいさつをはじめ、地域の方
や保護者の方、来客に対してのあいさつがしっかりとできる子どもになるように、指導しています。子
どもたちと出会ったら、是非ともあいさつを返していただけるとありがたいです。
　また、公共の場等、時と場所に応じたあいさつができるように、職員室へ入るときのあいさつのしか
たも練習しています。

➋ 聴く力
　板野南小学校では、聴く力・読む力・書く力を高めることを目標に、学力向上の取り組みを進めています。
今年度は、特に聴く力を高めることを重点にしています。
　まずは、相手を見て、自分の考えと比べながら、話を聴く習慣を身につけ
させたいと考えています。また、友達の意見をしっかり聴くことで、賛成や
反対意見、つけたしの意見を発表したり質問をしたりすることができるよう
になり、授業を通して自分の考えを深めていくことにもつながっていきます。
　ご家庭や地域の中でも、子どもたちとのふれあいの中でたくさん会話をし、
しっかりと話の聴ける子どもをともに育てていければと思います。

➌ 人との出会いから学ぶ
　板野南小学校では、「気づき、感じ、考え、行動する」をスローガンに
人権教育を進めています。一人一人の人権を尊重し踏みにじることのな
い社会を築くためには、差別の現実や人権についての正しい知識を深め
るとともに、人の痛みを感じ取る感性や、日常生活においてその思いが
態度や行動に現れるような人権感覚を身につけることが必要です。
　そのために、人権学習を行うにあたり、さまざまな人との出会いの場
を設定し、その生き方や取り組みからの学びを進めています。

　　「あいさつ」でつながる心
板野南小学校では、

あいさつ・聴く力・人との出会いから学ぶ

第
五
回

を目標として設定し、取り組んでいます。

　ハロウィンウォークは、町内の幼稚園で実施している「えい
ごであそぼう」、「えいごきょうしつ」で習った英語を園児たち
が実際に使いながら、地域の方々との交流をすることをねらい
とした活動です。園児たちが英語を使う楽しさや喜びが実感で
きるようにと企画されています。
　子どもたちが「Hello！」とあいさつをしてお店に入り、ハロウィ
ンの合言葉「Trick or Treat」を元気よく言うと、お店
の人は「Happy Halloween！」と言いながら一人ずつ
にお菓子を渡してくれました。お菓子をもらった園児
たちは「Thank you！」と英語で元気に答えていました。

ハロウィンウォーク に  出かけよう♪
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徳島バスグループの「運転免許返納割引」がスタートしました
　平成29年 1月 1日から運転免許証を自主返納し「運転経歴証明書」をお持ちの65歳以上の方を対象に、
徳島バスグループが運行する路線バスにおいて、バス運賃の割引制度が開始されました。高齢者の交通事故
防止や、免許返納後における移動手段の確保、路線バスの利用促進を図ることを目的としています。

～～～～～～ 割引サービス概要 ～～～～～～
▪割引を実施するバス会社
　徳島バス、四国交通、徳島バス阿南、徳島バス南部、
徳島市営バス（徳島市交通局）、鳴門市地域バス
　※高速バスは対象外
▪割引内容
　現金または回数券利用者に対し、「通常運賃の半額」
を適用
　※定期券は割引対象外
▪割引方法（本人確認）
　バス降車時に「運転経歴証明書」の提示
▪割引開始時期　平成29年 1月 1日 お問い合わせ

　徳島県運転免許センター☎699－0110

　

高
校
、
大
学

等
へ
の
入
学

時
・
在
学
中
に

か
か
る
費
用
を

対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度

で
す
。
お
子

さ
ま
一
人
に
つ
き
三
百
五
十
万

円
以
内
を
、
固
定
金
利
（
年
一
・

八
一
％
（
平
成
二
十
八
年
十
一
月

十
日
現
在
））
で
利
用
で
き
、
在

学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
ご
返
済

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
で
検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、

左
記
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
〇
五
七
〇

－

〇
〇
八
六
五
六

 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
ま
た
は

　
☎（
〇
三
）五
三
二
一

－

八
六
五
六

﹁
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

︵
日
本
政
策
金
融
公
庫
︶

 

の
ご
案
内

　運転経歴証明書（交付手数料1，000円）は、
運転免許センター（即日交付可能）、もしくは最
寄りの各警察署（交付までに 2週間程度必要）
で交付を受けることができます。
　免許返納後、5年以内であれば過去に免許返
納した方も交付を受けることができます。

点検していますか？

住宅用火災警報器
　平成23年 6月 1日から全ての住宅に住宅用
火災警報器の設置が義務づけられています。
　住宅用火災警報器は、火災により発生する煙
や熱を感知し、警報音や音声などで火災を知ら
せてくれる装置です。火災を早期に発見するこ
とで、初期消火や通報等の行動が早まり、近隣
への延焼被害も軽減します。
　定期的に動作確認し、警報音を聞いてみま
しょう。

　　お問い合わせ
　　　板野西部消防組合　☎672－0198
　　　役場総務課　　　　☎672－5980

徳島県の最低賃金
◎ 徳島県最低賃金
　　　　　　時 間 額 ７１６ 円

【発効日】平成28年10月 1日
◎ 特定最低賃金

産　　業　　名 時　間　額 発効日
造作材・合板・建築用組立
材料製造業 824円

平成28年
12月21日

はん用機械器具、生産用機
械器具、業務用機械器具製
造業

857円
電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

822円

　最低賃金、チェックです。
◦お問合せ先◦
徳島労働局労働基準部賃金室　　ＴＥＬ652－9165
または最寄りの労働基準監督署へ　ＦＡＸ622－3570

http://tokushima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp
ご検討ください「業務改善助成金」
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中央広域環境施設組合（中央広域環境センター）からのお知らせ
平成27年度ごみ種類別搬入量

　平成27年度は、中央広域環境センターへ30，325トンのごみが搬入されました。この内訳は、可燃ごみが
29，901トン、小型複合ごみが250トン、大型複合（粗大）ごみが 174トンとなっており、前年度と比べて
214トン増えています。（下記参照）

［単位：トン］

搬入者
ごみ種別

吉野川市 阿 波 市 板 野 町 上 板 町 許可業者 搬入量計

可燃ごみ 8，166 6，910 3，285 2，172 9，368 29，901

小型複合ごみ 132 57 46 15 ― 250

大型複合
（粗大）ごみ 64 94 12 4 ― 174

搬入者別搬入量計 8，362 7，061 3，343 2，191 9，368 30，325

平成27年度ごみ処理状況

　当環境センターは、ごみを有効な資源とエネルギーに活用することを目的に運営しています。平成27年
度には、溶融スラグ（1，401t）、工業塩（462t）、濃縮塩水（444t）、金属水酸化物（365t）、硫黄（26t）
精製ガス（31，780千Ｎ㎥）を副産物として回収し、リサイクルしました。
　精製ガスについては、ボイラーと発電機の燃料ガスとして利用し、発生した蒸気は、施設内の塩製造設
備等で利用しています。ガスエンジン発電機の発電量は7，140千kwhで、昨年度は当環境センターの使用
電力の約32％を賄いました。

副産物の種類 活用されるもの

溶融スラグ 建設資材

工業塩 塩ビ製品・融雪剤

金属水酸化物 非鉄金属原料

精製ガス 施設内設備のガスエンジン
発電機の燃料

濃縮塩水 化学薬品

中央広域環境施設組合　中央広域環境センター
TEL．088⊖637⊖7127　FAX．088⊖637⊖7128

URL http://www.ck-kankyou.org/

　当環境センターでは、環境保全のため
に国の環境基準より厳しい基準を設けて
運転をしています。
　そのために周辺の環境調査も行い、調
査結果は、公害防止審査委員会で審議さ
れ、周辺住民の方に公表しております。
また、組合のホームページでも公開して
おります。
　調査内容は、大気（年 4回）、水質・
臭気（年 2回）、土壌・騒音・振動（年
１回）の各項目と、当環境センターから
の排出ガス（年 4回）であります。

環境調査

（水質調査状況） （臭気調査状況）
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平成28年度『ごみに関する標語』募集結果

　当組合では、毎年度、ごみに関する学習の一環として、吉野川市、阿波市、板野町、上板町の組合管内
の小学校 4年生の皆さんから「ごみに関する標語」の募集をしております。今年度は、山瀬小学校、久勝
小学校、板野東小学校、東光小学校にお願いし、142名の児童の皆さんから応募があり、厳正な審査の結果、
各校から 1名の優秀賞を選定させていただきました。なお、応募作品は当組合「中央広域環境センター」1
階ホールに掲示しています。

＊ ＊ ＊ 優 秀 賞 ＊ ＊ ＊
「ごみひろい　みんなでのこそう　すてきな未来」
 山瀬小学校　4年生　松村　愛希

「捨てるのは　あなたのポイ捨て　する心」
 久勝小学校　　4年生　武市　　梓

「第一に　ごみをへらそう　家庭から」
 板野東小学校　4年生　橋本　結衣

「ゴミだって　生まれかわれば　たから物」
 東光小学校　4年生　中野　苺梨

▪受付期間：平成29年 2月 1日（水）
　　　　　　～平成29年 3月31日（金）　必着
▪有効期間：平成29年 4月 1日から
　　　　　　 1年間（平成29年度）
▪提出場所：中央広域環境施設組合（郵送可）
▪種　　類：建設工事、測量・建設コンサルタン

ト関係、運輸関係（一般貨物運送業
許可業者）、物品の製造・買い入れ・
売り払い、役務の提供関係

◦提出先
〒771⊖1402
阿波市吉野町西条字藤原 70⊖1
中央広域環境施設組合
【お問い合わせ】
中央広域環境施設組合　業務課
TEL：088-637-7127　FAX：088-637-7128
※申請書類等はホームページからダウンロードし
てください。
URL　http://www.ck-kankyou.org/

指名願いの受付

▪職　　種：一般事務補助
▪勤 務 先：中央広域環境施設組合
　　　　　　中央広域環境センター
▪資格要件：文書作成・表計算ソフト使用可の者
▪年齢要件：なし
▪勤務時間：午前 8時 30分～午後 5時 15分
▪賃　　金：日額6，200円
▪募集人員： 1名
▪応募方法：期限厳守のうえ、市販の履歴書に必

要事項（写真必要）を記入し、募集
先まで提出してください。

　　　　　　※郵送提出不可
▪応募期間：平成29年 1月12日（木）
　　　　　　　　　 ～ 1月23日（月）
▪試験日時：平成29年 2月10日（金）
　　　　　　受付　午前 8時30分
　　　　　　試験　午前 9時00分
※試験会場：中央広域環境施設組合
　　　　　　中央広域環境センター
【募集・お問い合わせ先】
〒771⊖1402
阿波市吉野町西条字藤原 70⊖1
中央広域環境施設組合　総務課
TEL：088⊖637⊖7127　FAX：088⊖637⊖7128

臨時職員の募集
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町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツSP

O
R
TS

板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
1 ／ 1 2 3 4 5 6 7
休館日 休館日 休館日 休館日 楽しいテニス カローリングサークル

気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

8 9 10 11 12 13 14
クリーン
ウォーキング
午前 9時～

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
ピンポンクラブ（体セ）

楽しいテニス カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

15 16 17 18 19 20 21
あさん
ウォーキング
フェスタ

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

楽しいテニス カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Ｊｒテニス教室
中級テニス教室

22 23 24 25 26 27 28
健康の館
フェスティバル

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

楽しいテニス カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

29 30 31 2 ／ 1 2 3 4
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

楽しいテニス カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

「
ぴ
ょ
ん
太
通
信
」

　
「
気
軽
に
卓
球
」
サ
ー
ク
ル
を

毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
前
九
時
か

ら
十
二
時
ま
で
健
康
の
館
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
犬
伏
・
川
口
晴
男
さ
ん

（
八
十
四
歳
）
は
週
二
回
、
サ
ー

ク
ル
仲
間
と
練
習
に
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
川
口
さ
ん
の
卓
球
歴
は

約
五
十
年
、「
強
い
人
と
打
ち
合

わ
な
け
れ
ば
、
腕
が
鈍
る
。」
と

向
上
心
を
欠
か
さ
ず
、
息
子
さ
ん

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ラ
ケ
ッ

ト
で
爽
や
か
に
今
日
も
ス
ポ
ー
ツ

仲
間
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
一
度
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　12月22日～29日に台湾で開催されました「第

6回台北市国際ＡＡ野球大会」に関西連盟選抜

選手（四国代表選

手）として板野中

学校 2年岡田栞夢

偉さんが選出され

ました。

台北市国際ＡＡ野球大会
出場選手に選出

岡田栞夢偉選手
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「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
児
童
館
に
」

板
野
町
東
児
童
館

はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子

　

児
童
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
自
主
的
な
遊
び
の
ほ
か
に
、

職
員
が
企
画
し
て
季
節
の
行
事

や
製
作
を
行
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
や
関
係
機
関
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
お
話
会

や
交
通
安
全
教
室
、
不
審
者
対

策
等
の
危
機
管
理
講
習
会
な

ど
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

行
事
の
中
で
も
子
ど
も
た
ち

に
大
好
評
な
の
が
、「
お
楽
し

み
会
」
で
す
。
夏
の
お
楽
し
み

会
の
「
夏
祭
り
」
で
は
、
ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
や
宝
探
し
、
輪
投
げ
、

製
作
、
く
じ
引
き
な
ど
を
し
て
、

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
の

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
で
は
、
サ

ン
タ
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

も
ら
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
・
な
か
よ
し
キ
ッ
ズ

さ
ん
の
人
形
劇
や
ク
イ
ズ
な
ど

を
楽
し
ん
だ
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
っ
た
り
と
、
子

ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
の
笑
顔

と
歓
声
が
児
童
館
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
の
場
と
し
て
、
様
々
な
遊

び
や
事
業
を
通
し
て
、
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
溢
れ
る
児
童
館
と
な

る
よ
う
運
営
し
て
ま
い
り
ま

す
。

サンタさん、プレゼントをありがとう！

「さんびきのこぶた」の人形劇、楽しかったよ♪

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
は
な
し
会 �

日
時
　
一
月
二
十
一
日
（
土
）

　
　
　
午
後
二
時
三
〇
分
～

会
場
　
文
化
の
館

　
　
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
容
　
紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　
無
料
で
す
。

 

新
し
く
は
い
る
本 �

時
が
見
下
ろ
す
町�

長
岡
　
弘
樹
／
著

よ
る
の
ば
け
も
の�

住
野
　
よ
る
／
著

マ
カ
ロ
ン
は
マ
カ
ロ
ン�

近
藤
　
史
恵
／
著

三
鬼�

宮
部
　
み
ゆ
き
／
著

夜
明
け
ま
で
眠
ら
な
い�

大
沢
　
在
昌
／
著

電
王�

高
嶋
　
哲
夫
／
著

春
に
散
る
　
上
・
下�

沢
木
　
耕
太
郎
／
著

屋
根
を
か
け
る
人�

門
井
　
慶
喜
／
著

美
し
い
国
へ
の
旅�

田
中
　
慎
弥
／
著

カ
ズ
サ
ビ
ー
チ�

山
本
　
一
力
／
著

だ
じ
ゃ
れ
　
十
二
支

�

中
川
　
ひ
ろ
た
か
／
作

だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
に
お
う
ち
ゃ
ん

�

加
古
　
里
子
／
作

へ
ん
て
こ
だ
よ
り�

斉
藤
　
洋
／
作

オ
オ
カ
ミ
か
ら
犬
へ
！

�

ハ
ド
ソ
ン
・
タ
ル
ボ
ッ
ト
／
作

ひ
い
な
　�

い
と
う
　
み
く
／
作

新
着
図
書
案
内

「G
ood

 old
 b

oys

」

�

本
多
　
孝
好
／
著

　
市
内
屈
指
の
弱
さ
を
誇
る
少
年
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
の
子
ど
も
達
は
、
穏
や
か

な
監
督
の
も
と
で
、
勝
て
な
く
て
も
楽

し
そ
う
に
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
る
。
一

方
、
チ
ー
ム
活
動
を
手
伝
う
父
親
達
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
悩
み
を
抱
え
て
い
た
。
す

べ
て
の
頑
張
る
お
父
さ
ん
と
子
ど
も
達

に
、
エ
ー
ル
を
贈
る
一
冊
。

「
な
つ
み
は
な
ん
に
で
も
な
れ
る
」

�

ヨ
シ
タ
ケ
　
シ
ン
ス
ケ
／
作

　
な
つ
み
は
、
す
ご
く
い
い
こ
と
を
思

い
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
な
つ
み
が

何
か
の
マ
ネ
を
し
て
、
そ
れ
を
お
母
さ

ん
が
当
て
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
な
つ
み
は

さ
っ
そ
く
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
マ
ネ

を
し
て
い

き
ま
す
。

コ
レ
、
な
ー

ん
だ
!?

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
酉
年
で
す
。「
酉
」

は
「
鶏
」
の
こ
と
で
、
新
春
の

季
語
に
も
な
っ
て
い
る「
初
鶏
」

は
、
元
日
の
早
朝
に
鳴
く
鶏
の

鳴
き
声
を
意
味
し
、
人
に
時
を

報
せ
る
こ
と
か
ら
鶏
は
、
縁
起

の
良
い
動
物
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
平
和
な
良
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 あ

と
が
き

1月・2月の休館日　表中 

1月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

2月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

№
250

文
化
の
館
だ
よ
り

※ 2月 5日は「童謡とわらべ歌のつどい」開催のため臨時休館日と
　いたします。
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お
　

知
　

ら
　

せ

堤　

高
数

其
の 

七
十

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

　

板
野
町
川
端
金こ

ん

泉せ
ん

寺じ

南
の
里

（
別
称
「
東ひ
が
し

大お
お

寺て
ら

」
と
い
う
）
に
、

滾こ
ん

滾こ
ん

と
清せ

い

冽れ
つ

な
清
水
が
わ
き
で
る

池
が
あ
る
。

　

地
元
の
人
た
ち
は
、「
内う
ち

池い
け

」

と
呼
ん
で
い
る
。
私
も
こ
の
池
の

す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
い
る
が
、
幼

い
頃
は
「
う
ち
ゅ
う
け
」
と
呼
び

な
ら
わ
し
て
、
親
し
ん
だ
池
だ
。

　

幼
い
頃
は
こ
こ
で
泳
ぎ
、
魚
を

獲と

っ
た
り
し
て
い
た
。

　

現
在
は
池
に
添そ

う
町
道
の
縁ふ

ち

に
、
鉄
の
柵さ

く

で
囲
い
が
さ
れ
、
泳

ぐ
こ
と
も
、
魚
を
獲
る
こ
と
も
で

き
な
い
。

　

地
元
の
人
が
、「
お
願
い
」
と

し
て
、
池
の
縁
に
立
て
札
を
立
て

て
あ
る
。

　

―
魚
を
釣
ら
な
い
で
下
さ
い
。

御
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

�

　

東
大
寺　

常
会

　

池
の
上
面
に
は
、
釣
り
人
や
鳥

害
な
ど
か
ら
、
池
の
鯉こ
い

を
守
る
た

め
に
、
糸い
と

網あ
み

を
張
り
め
ぐ
ら
せ
て

い
る
。

　

現
在
こ
の
池
に
は
、百
匹ひ
き

前
後
、

真ま

鯉ご
い

、
緋ひ

鯉ご
い

、
ま
だ
ら
模
様
の
三さ

ん

色し
ょ
く

鯉ご
い

、黄お
う

金ご
ん

鯉
が
遊
泳
し
て
い
る
。

狭せ
ま

い
池
に
こ
れ
だ
け
群
泳
し
て
い

る
と
、
何
匹
い
る
の
か
数
え
る
こ

と
も
む
つ
か
し
い
。

　

こ
の
内
池
は
、
東
大
寺
郷
の
東

側
に
あ
り
、
南
北
の
町
道
縁ぶ
ち

に
縦た

て

幅は
ば

十
八
メ
ー
ト
ル
、
横
幅
七
メ
ー

ト
ル
位
の
、
小
さ
な
池
と
な
っ
て

い
る
。
池
の
西
側
に
四
メ
ー
ト
ル

四
方
の
、
清
水
が
滾こ
ん

滾こ
ん

と
わ
き
で

る
泉
源
が
あ
る
。
そ
の
冷
た
い
清せ
い

冽れ
つ

な
水
は
、
山
の
水
だ
。

　

こ
の
清
水
は
、
里
の
北
の
阿
讃

山
脈
に
降
っ
た
雨
水
が
伏
流
水
と

な
り
、
池
に
わ
き
で
て
い
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
池
の
歴
史
の
史

料
も
伝
説
も
残
っ
て
い
な
い
が
、

縄じ
ょ
う

文も
ん

・
弥や

生よ
い

時
代
か
ら
、
こ
こ
に

あ
っ
た
池
な
の
だ
ろ
う
。

　

私
の
家
を
含
め
、
か
つ
て
こ
の

池
周
辺
の
農
家
の
井
戸
水
も
、
清

冽
な
清
水
だ
っ
た
。
そ
の
水
は
、

夏
は
冷
た
く
、冬
は
温
か
か
っ
た
。

飲
料
用
と
な
る
清
水
が
、
わ
き
だ

し
て
い
た
。
こ
れ
ら
里
の
井
戸
水

も
、
こ
の
内
池
に
つ
ら
な
る
山
の

伏
流
水
だ
と
想
定
が
さ
れ
る
。

　

現
在
内
池
は
、
周ま
わ

り
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
で
固か
た

め
て
い
る
が
、
か

つ
て
は
泉
の
周
り
を
松
の
木
で
土ど

留ど

め
を
し
た
程
度
の
、
自
然
そ
の

ま
ま
の
池
だ
っ
た
。
田
植
え
ど
き

田
の
水
に
も
使
わ
れ
た
。

　

里
人
が
田
仕
事
か
ら
家
路
に
つ

く
と
き
に
は
、
こ
の
池
で
牛ぎ
ゅ
う

車し
ゃ

や

農
具
や
手
足
を
洗
っ
た
。

　

採と

り
た
て
の
野
菜
も
洗
っ
た
。

洗せ
ん

濯た
く

も
し
た
。
池
の
水
の
吐は

き
だ

し
口
の
溝み
ぞ

で
は
、
母
親
た
ち
が
お

襁む

褓つ

も
洗
っ
て
い
た
。

　

か
つ
て
、
土
地
改
良
前
、
里
の

東
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
田で
ん

野や

に

は
、
清
水
の
わ
き
で
る
「
清し

水み
ず

」

と
い
う
名
の
池
も
あ
っ
た
。
私
の

家
で
は
、池
の
東
の
苗な
わ

代し
ろ

の
水
は
、

こ
の
池
の
水
を
使
っ
て
い
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
面
で
、
こ
の
内
池

と
里
人
と
の
関
係
は
深
か
っ
た
。

里
人
に
と
っ
て
は
、
有あ
り

難が
た

い
「
家う

ち

池い
け

」
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
「
内
池
」
は
「
家
池
」、
わ
が
家

の
池
だ
と
の
意
味
と
も
と
れ
る
。

　

今
も
里
人
は
、
池
の
鯉
に
エ
サ

を
や
り
、
池
を
見
守
っ
て
い
る
。

　

十
一
月
二
十
三
日
（
水
）、
内

池
を
訪
ね
た
後あ
と

、板
野
町
役
場
で
、

こ
の
池
の
地
籍
を
調
べ
た
。
し
か

し
内
池
に
は
地
籍
が
つ
い
て
い
な

か
っ
た
。

　

こ
の
日
内
池
の
他ほ
か

、
私
の
知
っ

て
い
る
板
野
町
大
寺
銀
座
通
り

の
、
ホ
ク
ロ
ク
商
店
の
西
側
の
町

道
を
、
南
に
入
っ
た
所
に
あ
る
清

水
の
池
二
ヶ
所
の
う
ち
、
一
ヶ
所

を
訪
ね
た
。こ
こ
も
地
籍
が
な
い
。

　

板
野
町
川
端
宮
ノ
西
伊
田
八は
ち

幡ま
ん

神
社
の
西
側
に
「
溜
池
廿
弐
歩　

川
端
村
宮
ノ
西
第
十
四
番
」
の
地

籍
で
、
今
も
清
水
の
わ
く
池
が

残
っ
て
い
る
。

　

同
じ
板
野
町
川
端
若
王
子
の
、

撫む

養や

街
道
添ぞ

い
に
も
、
清
水
の
わ

き
で
る
池
が
あ
る
。

　

今
も
澄
ん
だ
真
清
水
の
池
に

は
、真
鯉
や
小
魚
が
泳
い
で
い
た
。

　

板
野
町
に
は
、
今
回
私
が
訪
ね

た
池
の
他ほ
か

に
も
、
清
水
の
わ
き
で

る
池
が
あ
る
と
、想
定
が
さ
れ
る
。

屋
敷
の
庭
や
畦あ
ぜ

道み
ち

の
傍わ

き

に
、
今
も

ひ
っ
そ
り
と
残
さ
れ
た
池
も
あ
る

だ
ろ
う
。

　

板
野
町
に
は
、
阿
讃
山
脈
の
雨

水
が
伏
流
水
と
な
り
、
滾こ
ん

滾こ
ん

と
わ

き
い
で
る
真
清
水
の
池
が
あ
る
。

か
つ
て
池
は
、
里
人
の
生
活
を
う

る
お
し
た
。
こ
れ
ら
の
池
に
、
か

つ
て
の
歴
史
を
辿た
ど

る
こ
と
も
で
き

る
。

　

板
野
町
は
清
水
の
わ
き
で
る
豊

か
な
町
だ
。

内池の鯉の群泳

内う
ち

池い
け

の
清
水
滾
滾
と

内う
ち

池い
け

の
清
水
滾こ

ん

滾こ
ん

と
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お
　

知
　

ら
　

せ

ま
ち
の
う
ご
き
平
成
２8
年
12
月
15
日
現
在

人口のうごき

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,626 1,247 1,694 6,567 △△ 2　

女 3,988 1,361 1,745 7,094 △ 10　

合　計 7,614 2,608 3,439 13,661 △ 12　

世　帯 3,207 1,041 1,351 5,599 △ 3　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

親
　
の
　
氏
　
名

子
　

の
　

名

住
　
　
所

性
　

別

山　

口　

康　

弘　

・　

有　

香

中　

村　

遼　

介　

・　

麻　

依

上　

門　

洋　

祐　

・　

裕　

美

濱　

田　
　
　

輝　

・　
　

梢

黒　

川　

秀　

明　

・　

賀　

代

結ユ
イ　

人ト

　

柊
シ
ュ
ウ

咲エ
ミ　

香カ

輝ラ
　
イ
　
ト

い
星

陽ヒ
　
ナ
　
ノ

菜
乃

犬　
　

伏

大　
　

寺

川　
　

端

川　
　

端

吹　
　

田

男男女男女

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
　
　
名

年
　
　
齢

住
　
　
所

土

井

範

子

北

　

野

　

美

代

子

矢

野

德

夫

藤

谷

昌

子

木

内

美

赤

池

艶

子

生

　

田

　

タ

キ

ヱ

和

田

幸

枝

佐

藤

能

子

639187839180889786

大　
　

寺

川　
　

端

川　
　

端

羅　
　

漢

大　
　

寺

大　
　

寺

犬　
　

伏

那　
　

東

那　
　

東

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

夫
　
の
　
氏
　
名

住
　
　
所

妻
　
の
　
氏
　
名

住
　
　
所

梅　

宮　

秀　

文

槇
　
納　

航　

希

神 

戸 

市

吉
野
川
市

石　

川　

薫　

里

早　

見　

愛　

実

川　
　

端

大　
　

寺

｢
板
野
町
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

�

が
始
ま
り
ま
し
た

　

事
業
所
の
消
防
団
活
動
へ
の
協

力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め

ら
れ
、
同
時
に
事
業
所
の
協
力
を

通
じ
て
、
地
域
の
防
災
体
制
が
よ

り
一
層
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
す
。

　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と
し

て
認
め
ら
れ
た
事
業
所
は
表
示
証

の
社
屋
へ
の
掲
示
や
自
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
公
表
な
ど
、
事
業
所

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

【
認
定
基
準
】

○
複
数
の
従
業
員
が
消
防
団
に
入

団
し
、
消
防
団
活
動
に
つ
い
て

積
極
的
に
配
慮
し
て
い
る
事
業

所
○
災
害
時
等
に
資
機
材
等
を
消
防

団
に
提
供
す
る
な
ど
協
力
し
て

い
る
事
業
所�

な
ど

認
定
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課

　
☎
六
七
二

－
五
九
八
〇
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お　
知　
ら　
せ

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
１

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
2

17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 日

火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 曜
日

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

板
野
町
消
防
団
出
初
式
（
健
康
の
館
）　

午
前
10
時
～

糖
の
学
習
会
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

成
人
の
日

平
成
29
年
板
野
町
成
人
式
（
文
化
の
館
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）　

午
前
10
時
～

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

小
寒

行　

事
╱
事　

業

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 日

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 曜
日

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

2
歳
児
歯
科
健
康
診
査(

町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
1
時
15
分
～
1
時
30
分

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

第
5
回
い
た
の
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
つ
ど
い
（
文
化
の
館
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）　

午
後
1
時
～

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

立
春

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

行　

事
╱
事　

業

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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お
　

知
　

ら
　

せ

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 日

火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 曜
日

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

血
圧
の
学
習
会
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
健
康
の
館
）　

午
後
7
時
30
分
～

文
化
財
防
火
訓
練
（
大
寺　

宝
厳
寺
）　

午
前
9
時
30
分
～

乳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
1
時
15
分
～
1
時
30
分

股
関
節
脱
臼
検
診
・
離
乳
食
講
座
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
0
時
40
分
～
0
時
50
分

心
配
ご
と
交
通
事
故
・
一
般
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

お
話
し
会
（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　

午
後
2
時
30
分
～
3
時

大
寒

3
歳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
1
時
15
分
～
1
時
30
分

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
2
時
30
分
ま
で
）

巡
回
職
業
相
談
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

行　

事
╱
事　

業

当
番
医

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時
30
分

　

休
日
：
９
時
～
22
時
30
分

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日
　
受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
╱
電
話
番
号

1　月
5

木

井

内

内

科
上
板
町 

６
９
４

－

５
３
５
３

6

金

き
は
ら
耳
鼻

咽
喉
科
医
院
藍
住
町 

６
９
３

－

０
０
８
７

7

土

山

根

眼

科
藍
住
町 

６
９
２

－

８
１
７
１

8

日

井

上

医

院
松
茂
町 

６
９
９

－

８
０
７
０

9

月

春
藤
内
科
胃
腸
科
松
茂
町 

６
９
９

－

３
７
７
７

10

火

近
藤
外
科
内
科
藍
住
町 

６
９
３

－

１
１
８
８

11

水

こ
や
ま
小
児
科
・

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町 

６
３
７

－

３
２
１
１

12

木

大
久
保
内
科
藍
住
町 

６
９
２

－

１
２
２
０

13

金

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町 

６
９
３

－

１
０
２
１

14

土

板
東
整
形
外
科
藍
住
町 

６
９
２

－

５
１
５
１

15

日

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
松
茂
町 

６
９
９

－

２
７
８
７

16

月

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町 

６
９
３

－

３
０
２
０

17

火

小
松
泌
尿
器
科
藍
住
町 

６
９
２

－

１
２
７
７

18

水

竹

本

内

科
板
野
町 

６
７
２

－

０
１
７
４

19

木

井

上

病

院
板
野
町 

６
７
２

－

１
１
８
５

20

金

三

愛

内

科
板
野
町 

６
７
２

－

０
１
７
６

21

土

西
條
耳
鼻
咽
喉
科
藍
住
町 

６
９
２

－

８
７
１
１

22

日

井

内

内

科
上
板
町 

６
９
４

－

５
３
５
３

23

月

福

島

内

科
板
野
町 

６
７
２

－

４
９
７
０

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
╱
電
話
番
号

1　月
24

火

新

野

医

院
板
野
町 

６
７
２

－

０
５
７
１

25

水

近
藤
内
科
医
院
板
野
町 

６
７
２

－

５
６
３
０

26

木

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
し
ん
の
板
野
町 

６
７
２

－

５
１
４
８

27

金

み
や
ざ
き
内

科

診

療

所
板
野
町 

６
７
２

－

６
６
１
８

28

土

富
本
小
児
科
内
科
藍
住
町 

６
９
２

－

７
２
２
８

29

日

野
田
（
泰
）
医
院

上
板
町 

６
９
４

－

２
０
０
９

30

月

井

内

内

科

上
板
町 

６
９
４

－

５
３
５
３

31

火

野
田
（
泰
）
医
院

上
板
町 

６
９
４

－

２
０
０
９

2　月
1

水

野
田(

五)

医
院

上
板
町 

６
９
４

－

２
０
０
８

2

木

友

成

医

院

上
板
町 

６
９
４

－

５
５
１
５

3

金

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク

上
板
町 

６
３
７

－

６
０
６
６

4

土

中
山
産
婦
人
科
藍
住
町 

６
９
２

－

０
３
３
３

5

日

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町 

６
９
８

－

５
１
５
７

6

月

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町 

６
３
７

－

６
６
０
０

7

火

川

原

眼

科
上
板
町 

６
９
４

－

８
３
８
８

8

水

浦

田

病

院
松
茂
町 

６
９
９

－

２
９
２
１

9

木

芳

川

病

院
松
茂
町 

６
９
９

－

５
３
５
５

10

金

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

オ

ク

ム

ラ
藍
住
町 

６
９
２

－

４
７
７
１

※�

休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

23

いたの　すがお
2017年1月号 ●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●



お　
知　
ら　
せ

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

あさんウォーキングフェスタ in いたの 11/20（日）
紅葉の中をウォーキング。
地産地消ブースも大勢の人出で
賑わいました。

h�ps://telecomedia-saiyou.net/jobfind-pc/
1-1

板野町誘致企業

24

いたの　すがお
2017年1月号●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●


